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論    文    の    要    旨 










1. 陽子・陽子衝突データ √𝑠𝑠 = 5.02 TeV において、Anti-kT アルゴリズムという手法を用いて荷電粒
子を用いたジェットを再構成し、100 GeV/c までの横運動量領域でのジェット横運動分布を測定した。異
なるコーン半径 (Resolution Parameter, R) でジェット横運動分布の測定を行い、摂動論的 QCD 計算と
比較した。その結果、高次補正項を含む NLO pQCD 計算において、実験データをよく再現することが
分かった。 
 2. 次に、鉛・鉛衝突データ √𝑠𝑠NN = 5.02 TeV において、荷電粒子を用いたジェットを Anti-kT アルゴ
リズムで再構成し、ジェット生成の反応平面依存性の測定を行った。その結果、中心衝突度 30-50% に
おいて、約 10% のジェットの楕円的異方性 (v2) が測定された。 
 
3. これまで測定されていたジェット抑制効果の結果、1. の陽子・陽子衝突におけるジェットの横運動量




4. さらに鉛・鉛衝突データ √𝑠𝑠NN = 5.02 TeV において、ジェットの周りに生成されるハドロンの粒子生



















第５章では、(1) 陽子・陽子衝突のジェット横運動量分布、(2) ジェット-ハドロン相関、(3) ジェット楕円的
方位角異方性、の各測定における系統誤差の評価方法と、系統誤差が記載されている。 
第６章では、まず (a) 陽子・陽子衝突のジェット横運動量分布、(b) ジェット楕円的方位角異方性、の測
定結果が示されている。その後、(a)、 (b) の結果を用いて、パートンのエネルギー損失の通過距離依存











相関測定は、ALICE 実験内で審査され、暫定結果 (preliminary data) として既に公開されているもので
あり、信頼性が高いことが、審査員から挙げられた。 
 また本論文は、著者が行ってきた３種類の異なるデータ解析に加えて、電磁カロリメータ検出器の光子・







 平成３１年３月２９日（於 筑波大学）、数理物質科学研究科 学位論文審査委員会において審査委員
の全員出席のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって、合格と判定された。なお副査の 江角晋一 氏は、テレビ会議システムを用いて審
査会に参加した。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
